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は じ め に
 日本人の食事からの鉄摂取量は,国 民栄養調査成
績に よれば厚生 省の指針 による成 人女性1日12
mg,成 人男性1日10mgの 値を維持 し,1975年 以
来ほぼ横ばいであることが示 されている1㌔今回,
1977年 から1981年 に 日本各地でおこなった陰膳方式
食物収集による栄養調査資料 と,同 一地区を対象に
1991年 か ら開始 した第二次調査資料をもとに,食 事
か らの鉄摂取量について検討した。
 本研究では,陰 膳方式食物収集に よって作成 され
た献立表か ら,四 訂 日本食品標準成分表2)を 使用 し
て鉄摂取量を算定 し,そ の10年 間の変化 と,第 二次
調査で収集 した食事検体か ら原子吸光光度計で鉄摂







 陰膳方式食物収集を行 った北海道か ら沖縄 までの
8都 道府県13地 区を調査対象 に選び,第 一次調査 で
は20歳 代か ら60歳 代までの女性139名,男 性89名,
計228名,第 二次調査 では30歳 代か ら70歳 代までの
女性227名,男 性44名,計271名 とした。原子吸光法




 調査対象各個人の1日(24時 間)に 摂取 した食物
(間食,ジ ュース,お 茶,飲 料水など全ての飲食物)
の同量(い わゆる陰膳)を 収集 した。被検者には,
あらか じめ配布 した調査用紙 に献立及び材料名を記
入 してもらい,陰 膳持参時に記入不備やその地区特
有の食事 また食品について,材 料や調理法を聞き取
り補足記入を行 った。収集 した食物は,記 入された
献立を参照 しなが ら,一 つ一 つの食品成分 ごとにで




ランプ電流 : 15.0mA 測定 :標準添加
測定波長 : 248.3 nm 測定信号 :パックグラウンド補正(ゼーマン補正)
スリット : 0.2nm 測定繰返し回数:標準=1，未知=1
キュベット :チューブタイプ 演算方法 :ピーク高さ
加熱方法 :光温度制御 ピーク幅の指定:10% (ピーク幅のみ)
試料量 : 20μl 濃度単位 :μ~g/ 1 
キャリアガス:アルゴン 標準試料 1 : 0.00 
標準試料2 : 20.0 
標準試料3 : 40.0 
B Fe温度プログラム
調。 定 段 階 開始(OC温)度 終了(OC温)度 時 間 キ(ャmリアガス(秒) l/min) 
乾 燥 (RANPmode) 80 
灰 化 (RANPmode) 120 
灰 化 (STEPmode) 600 
原子化 (STEPmode) 2700 

















































































偏差は， 10. 9:t3. 8 mgで，第二次調査では最高







第一次調査 110. 9:t3. 8 : 139 112. 4:t3. 7**: 89 
第二次調査 110. 4:t3. 4 : 227 111. 7:t3. 5* : 44 
表中の数値は，平均値±標準偏差(単位 mg/day): 
例数



















都道府県 地 区 第一次 第二次
北海道 虻 田 11.6:t2.8 16 8. 7:t2. 9糾: 34 
r邑晶司. 城 河南町 10. 9:t2. 9 8 12. O:t3. 9 10 
桃生町 11.9:t1.7 4 
秋 保 13. 2:t3. 5 15 11.4:t2.8 15 
南光台 10. 2:t3. 2 20 12.6土3.5* : 19 
新 潟 白 根 9.2:t3.1 18 12. O:t2. 8**: 22 
東 京 深 JI! 12.7:t4.5 25 10. 4:t2. 6* : 24 
城 東 10. O:!:2. 2 22 
京 都 東 山 9.3:t2.0 24 
高 知 コ3註:;・ 西 10.7:t3.4 17 10.6:t3.4 17 
山 口 徳地町 8.8:t2.1 3 
1中 縄 美 里 9.7:t3.1 10 10.2:t2.8 11 
宮古島 8.3:t3.0 10 8.4:t3.4 22 
全 国 10. 9:t3. 8 : 139 10. 4:t3. 4 : 227 
表中の数値は，平均値±標準偏差(単位 mg/day) :例数
*第一次調査と第二次調査問に有意差あり (**P<O.Ol， *P<0.05) 
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B.男性
都道府県 地 区 第一次 第二次
北海道 虻 田 13. 8:t2. 9 14 6.7:t3.0料: 4 
宮 城 河南町 14. 1:t 5.0 7 
桃生町 12. 6:t3. 8 8 12. 2:t3. 4 1 
秋 保 14.6土2.9 7 10.0:t1.4* 4 
南光台
新 潟 白 根 13.0:t3.1 5 
東 京 深 JI 
域 東
京 都 東 山
高 知 一3争~・ 西 13. 8:t3. 4 7 
山 口 徳地町 11. 6:t3. 4 20 11.8:t3.0 11 
1中 縄 美 里 8.4土2.5 11 13.1 :t2. 9材: 14 
宮古島 11. 8土2.5 10 





地 域 第一次 第二次
都市 11.6:t4.2 45 10.7:t3.4 89 
農村 11. 0土3.4 74 10. 5:t3. 3 : 105 
沖縄 9.0土3.2+ : 20 9. 0:t3. 3+ : 33 
-ーーーーーーーーーーーー ー唱"ーーーー『ーーーー『ーーー『ー『ーー早 ー『ーーー--再開'ーーーー・・・・ーー・四 F







農村 I13.1 :t3. 7 : 68I 11. 0:t3. 5** : 30 
沖縄 I10.0土3.0++: 21 I 13. 1土2.9料:14 































































































































































































































*対応ある t-検定により有意差あり (**P<O.Ol，P<0.05) 



















地 域 例数 P 
AM :t SD AM :t SD t-検定 Y=b+aX r 
都 市 8910.5:t 2.89.4:t 3.3 
農 村 135 10. 6 :t 3. 4 8. 5 :t 3. 9 
f中 縄 47 10.2 :t 3.7 7.2 :t 3.6 










全地区では鉄摂取量の実測値は 8.6:t3. 8 mg/日，
計算値 10.5:t3. 3 mg/日で実測値は計算値の約80%
であった。度数分布は図2に示したが実測値のピー
クは計算値に比べ低値側にあった。
* Y= 2.73+0. 63X 0.543 + 
* Y= 1.14+0.69X 0.600 + 
* Y= 2.64+0. 45X 0.480 + 
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表7 食品群別 Fe摂取量(比率=計算値/実測値)
食 口口 群 A 群 B 群 C 群
l群穀 類 0.9 土 0.5 1. 1 + 0.7 1.0 ± 0.5 
2群 いも及び澱粉類 0.3 :t 0.2 0.4 + 0.2 0.3 + 0.4 
3群砂糖及び甘味類 0.0 :t 0.1 0.0 + 0.0 0.0 + 0.1 
4群菓子類 0.3 :t 0.4 0.2 + 0.3 0.2 + 0.3 
5群油脂類 0.0 :t 0.0 0.0 :t 0.0 0.0 + 0.0 
6群種実類 0.1 + 0.3 0.2 ± 0.4 0.1 + 0.2 
7群豆 類 1.7 + 1.1 * 2.3 + 1.1 1.9 + 1.2 
8群魚介類 1.4 + 1.2 1.1 + 0.8 1.7 土 1.5 
9群鳥獣鯨肉類 0.4 :t 0.4 0.6 + 0.7 0.5 土 0.7
10群卵 類 0.6 :t 0.5 0.6 土 0.5 0.6 土 0.5 
11群乳 類 0.1 :t 0.2 * 0.2 ± 0.1 0.1 土 0.1 ** 
12群野菜類 1. 7 :t 0.8 * 2.2 + 0.9 2.0 + 1.9 
13群果実類 0.2 :t 0.2 0.3 + 0.2 0.3 + 0.3 
14群 きのこ類 0.1 ± O. 1 0.1 + 0.1 0.1 + 0.1 
15群藻 類 0.3 :t 0.5 0.5 + 0.8 1.5 + 3.6 
16群曙好飲料類 0.5 :t 0.4 * 0.3 土 0.3 0.3 + 0.4 
17群調味料及び香辛料類 0.7 :t 0.5 0.7 ± 0.4 0.8 ± 0.6 
18群調味加工食品類 0.0 :t 0.1 0.0 土 0.2 0.0 + 0.2 
比率 :A群 (0.1 ---0.9)， B群 (0.9---1.1)， c群(1.9---3.1) ;各例数:30 
表中の数値は平均値±標準偏差;単位 mg/day
*B群との t-検定で有意差あり (**P<O.Ol， *P<0.05) 
値/実測値の比率がほぼ 1である30例 (B群:比率






































































































































































3) Ikeda， M.， T. Watanabe， M. Kasahara and H. 
Nakatsuka: Nutrient intake of women in rura1 
and urban areas in Japan. Asia-Pacific J. Publ. 










学食物学会誌 48: 1-7， 1993 
6)不破敬一郎，下村 滋，戸田昭三編:最新原子
吸光分析 1 pp. 225-250，広川書店， 1982 
7)厚生省保健医療局健康増進栄養課監修:国民栄
養の現状第一出版， 1993 
8) Layrisse， M.， C. Martinez-Torres and M. 
Roche: Effects of interaction of various foods 
on iron absorption. Amer. J. C1in. Nutr. 21: 
1175-1183， 1968 
9) Layrisse， M.， J.D. Cook， C. Martinez， M. 
Roche， 1.N. Kuhn， R. B. Wa1ker and C. A. 
Finch: Food iron absorption: A comparison of 






体への影響12 Nationa1 Research Counci1編:
銅・鉄 pp.230-247，東京化学同人， 1981 
12) Beaton， G. H.， Myo Thein， H. Mi1ne and M. J. 
Veen: Iron requirements of menstruating 
women. Amer. J. C1in. Nutr. 23: 275-283， 1970 
13) Monsen， E. R.， 1.N. Kuhn and C. A. Finch: 
Iron status of menstruating women. Amer. J. 
C1in. Nutr. 20: 842-849， 1967 
